くげぬ ま あづま や あ ふむ 

僕は鵠 沼の 東屋の 一 一階に ぢ つと 仰向けに 寝ころんで 

ゐた。 その 又 僕の 枕 もとに は 妻と 伯母と が 差 向 ひに 庭 

の 向う の 海 を 見て ゐた。 僕 は 目をつぶった まま、 「今 

に 雨が ふる ぞ」 と 言った。 妻 や 伯母 はとり 合 はな かつ 

た。 殊に 妻 は 「このお 天気に」 と 言った。 しかし 二分 

とたたない うちに 珍ら しい 大雨に なって しまった。 

X 

みち 

僕 は 全然 人 かげの ない 松の 中の 路を 散歩して ゐた。 

僕の 前に は 白 犬が 一 匹、 尻 を 振り 振り 歩いて 行った。 



僕 は その 犬の 睾丸 を 見、 薄 赤い 色に 冷た さ を 感じた。 

かど 

犬 は その 路の 曲り角へ 来る と、 急に 僕 を ふり 返った。 

それから 確かにに やりと 笑った。 

X 

あまが へ る 

僕は路 ばた の 砂の 中に 雨蛙が 一 匹 もがいて ゐ るの 

を 見つけた。 その 時 あいつ は 自動車が 来たら、 どうす 

るつ もり だら うと 考 へた。 しかし そこ は 自動車な どの 

は ひる 害の ない 小み ちだった。 しかし 僕 は 不安に なり、 

路ば たに 茂った 草の 中へ 杖の 先で 雨蛙 を はね 飛ばした。 



X 

かざむ いちやう 

僕 は 風向きに 従って 一 様に 曲った 松の 中に 白い 洋館 

の あるの を 見つけた。 すると 洋館 も 歪んで ゐた。 僕 は 

僕の 目の せゐ だと 思った。 しかし 何度 見直しても、 や 

ゆが ぶ き み 

はり 洋館 は 歪んで ゐた。 これ は 不気味で ならなかった。 

僕 は 風呂へ は ひりに 行った。 彼是 午後の 十一 時 だつ 



ひと リ てぬ ぐ ひ 

た。 風呂場の 流しに は 青年が 一 人、 手拭 を 使 はずに 顔 

に はと リ や 

を 洗って ゐた。 それ は 毛 を 抜いた 雞 の やうに 痩せ 衰 

へた 青年だった。 僕 は 急に 不快に なり、 僕の 部屋へ 引 

返した。 すると 僕の 部屋の 中に 腹卷 がー つぬ いで あつ 

た。 僕 は 驚いて 帯 をと いて 見たら、 やはり 僕の 腹卷だ 

あづま や 

つた。 (以上 東屋に ゐる うち) 

僕 は 夢を見て ゐる うち はふ だんの 通りの 僕で ある。 

さ さ きも さく 

ゆうべ (七月 十九 日) は 佐 佐 木 茂 索 君と 馬車に 乗って 



むぎわら ばう ぎょしゃ ペキン 

歩きながら、 麦藁 帽を かぶった 馭者に 北京の 物価な ど 

を 尋ねて ゐた。 しかし はっきり 目が さめてから 二十 分 

ばかりた つうちに いっか 憂鬱に なって しま ふ。 唯 灰色 

の 天幕の 裂け目から 明るい 風景が 見える やうに 時々 ふ 

だんの 心 もちになる。 どうも 僕 は 頭から じりじり 参つ 

て 来る のらし い。 

僕 はや はり 散歩して ゐる うちに 白い 水着 を 着た 子供 

に 遇った。 子 W は 小さい 竹の 皮 を 兎の やうに 耳に つけ 



X 

僕 はこの 頃 空の 曇った、 風の 強い 日 ほど 恐し いもの 

はない。 あたりの 風景 は 敵意 を 持って ぢリぢ り 僕に 迫 

る やうな 気がする。 その 癖 前に 恐し かった 犬 や 神 鳴 は 

何ともない。 僕 は をと とひ (七月 十八 日) も 二三 匹の 

犬が 吠え 立てる 中 を 歩いて 行った。 しかし 松風が 高ま 

リ出 すと、 昼で も 頭から 蒲団 を かぶる か、 妻の ゐる次 

の 間へ 避難して しま ふ。 



X 

僕 は ひとり 散歩して ゐる うちに 歯医者の 札 を 出した 

のち 

家 を 見つけた。 が、 二三 日た つた 後、 妻と そこ を 通つ 

て 見る と、 そんな 家 は 見えなかった。 僕 は 「確かに あ 

つた」 と 言 ひ、 妻 は 「確かになかった」 と 言った。 そ 

れ から 妻の 母に 尋ねて 見た。 すると やはり 「ありませ 

ん」 と 言った。 しかし 僕 はどうしても、 確かにあった 

と 思って ゐる。 その 札 は齒と 本字 を 書き、 イシ ャと 

片仮名 を 書いて あつたから、 珍ら しいだ けで も 見 違へ 

ではない。 (以上 家 を 借りてから) 



二 五. 七. 二 〇) 〔遺稿〕 
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